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まままずずずはははじじじめめめににに   
 

■ 本製品の概要 

 

 本製品は、カメラとモニタの間に接続する事で、ＮＴＳＣ準拠のビデオ信号にカラーライン重畳し、

モニタに表示させる事が出来ます。 

 

 ライン形状は基本線として、＋、＃、○、◎、自由線モードでは、ひとつの画面上に様々な色のラ

インや円、塗りつぶしの四角、自由描画線などを複数個描くことができます。 

 

 色は２９種類から選べます。 

 

■ 本製品の特徴 

 

 マウスによる直感的な操作で簡単に描画する事ができます。 

 

 設定したラインは自動で記憶され、電源の ON/OFF などでずれる事はありません。また、２画面

分のライン設定を記憶できます。 

 

 設定したラインは、マウスによる操作で後からでも簡単に変更する事ができます。また、メニュー

により１ドットずつの微調整も可能です。 
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■ 各部の名称と役割 
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電源スイッチ 

電源をオン／オフします。 

電源オン時は緑ランプが点灯します。 

 

1 

マウス接続 

付属のマウスを接続してください。 

2 

ＳＥＬＥＣＴボタン 

画面切替・初期化・初期設

定を行うときに使います。 

 

5 

カメラ映像入力端子 

入力にＴＶカメラ等の映

像信号を入力してくださ

い。 

 

 

 

 

3 

 

モニタ映像出力端子 

カラーラインを重畳した信号が 

出力されます。 

ＴＶモニタや録画機器の映像入力端子に 

接続してください 

 

4 



ラインが表示され、マウスカーソルやメニューが表示されていない状態を、 

以降 『確定状態』 と呼びます。 
重要！ 

 

ライン位置を変更した場合は 『確定状態』 に戻った時点で記憶されますので 

戻る前に電源を切ると、変えた内容が記憶されませんので注意してください。 
重要！ 

 

基基基本本本操操操作作作   
 

■ 電源投入 

前パネルにある➊電源スイッチをＯＮにします。スイッチにあるＬＥＤが緑に点灯します。 

モニタ上が 1秒ほど暗くなり、すぐにカメラからの映像がそのまま流れ、約５秒後に下図のような 

メニューが表示されます。表示が消えると、前回設定したラインをそのまま表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ライン操作 

 『確定状態』で左クリックすると、＋カーソルが表示され、マウスによるドラッグ＆ドロップで、

ライン位置や円の中心・直径を動かすことができます。 

 操作後に、右クリックで 『確定状態』 に戻ります。 

 

 

 

 

 

■ メニュー表示 

 『確定状態』 から右クリックで、右図の 『ＦＵＮＣＴＩＯＮ』 

メニューが開きます。この画面では４つの動作が選択でき

ます。行いたい動作のボタン上で左クリックすると各詳細メ

ニューが開きます。➪ＰＡＧＥ５参照 

 開いたメニューが障害になる場合、ドラッグ＆ドロップで移

動することが可能です。（メニューがＦＵＮＣＴＩＯＮ状態の時

のみ） 

 右クリックすると 『確定状態』 に戻ります。 

 

 

 

ＰＡＧＥ４ 

ＯＰＶＧ－４０ ＮＥＷ ＯＰＴＯ 

ｓｙｓｔｅｍ ｃｈｅｃｋ ！ 

ｗａｉｔ ｆｏｒ ａ ｗｈｉｌｅ 

FUNCTION 

PATTERN 

MOVE 

LINE 

COLOR 



メメメニニニュュューーー画画画面面面操操操作作作   
メニュー画面では以下の４つの操作ができます。 

 

■ ＰＡＴＴＥＲＮ （パターン選択） 

動作モードは次の 5つのうちからいずれか１つを選べます。 

 

 基本モード 『＋』 垂直線、水平線各１本ずつ表示 

 基本モード 『＃』 垂直線、水平線各２本ずつ表示 

 基本モード 『○』 円表示 

 基本モード 『◎』 ２重円 

 ＦＲＥＥモード（線分、垂直線、水平線、四角形、塗りつぶし      

四角形、○、自由線、及び複数の組み合わせ）➪ＰＡＧＥ６参照 

 

■ ＭＯＶＥ (ラインの移動) 

 

 ラインの位置を１ドットずつ移動できます。ＳＥＬＥＣＴボタンでラ

インを任意の１本選択します。動くラインが点線に変わります。 

 マウスのホイールまたは、ＳＥＬＥＣＴボタンの下にある矢印ボタ

ンで移動させます。右クリックで 『確定状態』 に戻ります。 

 ＦＲＥＥモード時は専用画面に移ります。  ➪ＰＡＧＥ６参照 

 

■ ＬＩＮＥ （ラインの太さの変更） 

 

 ラインの太さを変更できます。ボタンを左クリックするか、ボタン

または文字の上でマウスのホイールを動かすことで６段階変え

ることができます。右クリックで 『確定状態』 に戻ります。 

 

■ ＣＯＬＯＲ （ラインの色の選択） 

 

 ラインの色を変更できます。基本モード（＋、＃、○、◎）では、

一括で色が変更されます。 

 色は２９種類から選択できます。選びたい色を左クリックで選

択し、右クリックで色が確定され『確定状態』 に戻ります。 

 色を選択し、右クリックする前にメニュー以外の場所を左クリッ

クすると、ライン移動モードに移りますが、もう一度クリックする

と選択された色に変わります。右クリックで 『確定状態』に戻り

ます。 

 ＦＲＥＥモード時は専用画面に移ります。 ➪ＰＡＧＥ６参照 

ＰＡＧＥ５ 

PATTERN 

＋ 

＃ 

○ 

◎ 

Free 

MOVE 

SELECT 

↑ 

↓ 

LINE 

Line Width 

▶◀ ◀▶ 

 

 

COLOR 

 



FFFRRREEEEEE   モモモーーードドド   
■ 概要 

 様々なラインを各ライン毎に設定した色で同一画面上に描画する事が出来ます。 

 『確定状態』 から右クリックで、メニューを開き『ＰＡＴＴＥＲＮ』を選択し、『ＦＲＥＥ』を選択す

る事でＦＲＥＥモードへ移行します。（初期状態では、中央付近にラインが１本あります。） 

 ＦＲＥＥモードの 『確定状態』 から、左クリックで 『ＴＯＯＬ』 メニューが開きます。 

 ＴＯＯＬメニューの中の『ＭＯＶＥメニューへ移動』ボタンを左クリックすると『ＭＯＶＥ』メニュー

が開きます。 

■ ＴＯＯＬ メニュー 

このメニューは図形を描画する時に使用します。 

 描画方法 

 一番下の COLボタンで、COLOR(色選択)メニューを開き色を選択します。 

 描きたい図形のボタンを左クリックし、図形を描画します。メニューが障害になる場合「ＴＯＯ

Ｌ」部分をドラッグ＆ドロップする事で移動することが出来ます。 

 図形は基本的にドラッグ＆ドロップで描くことが出来ます。 

 右クリックすると 『確定状態』 に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由線ボタンでは設定により、多点入力による連続線分も描く 

こともできます。➪ＰＡＧＥ９参照 

 

ＰＡＧＥ６ 

ＴＯＯＬ 

○ 

ＣＯＬ 

ＭＯＶＥボタン：ＭＯＶＥ（移動）メニューを開きます。 

 
アンドゥボタン：操作の直前の状態に戻ります。 

 

四角形ボタン：四角形を描きます。 

 

ＣＯＬＯＲボタン：ＣＯLOR(色選択)メニューを開きます。 

 

塗りつぶし四角形：塗りつぶし四角形を描きます。 

 
円ボタン：円を描きます。 

 
自由線ボタン：マウスの軌跡に沿った自由線を描きます。 

垂直線ボタン：垂直線を描きます。 

水平線ボタン：水平線を描きます。 

 

線分ボタン：自由な角度の線分を描きます。 



■ ＭＯＶＥ メニュー  

このメニューは図形を移動する時や、変形・消去する時に使用します。 

 移動 

 Ｓｅｌ（選択）ボタンを左クリックする毎に、描かれている図形が順に表示されます、動かした

いラインを選択します。（このとき、ほかのラインは、隠れて見えません。） 

 選択したライン上に■マークと○マークが表示されます。○マークをマウスでドラッグ＆ドロ

ップすることで図形を移動できます。また、↕ボタンや↔ボタンで移動方向を選択し、マウスホ

イールを回すことで、１ドットずつ微動させる事もできます。 

 変形 

 移動と同じ手順で図形を選択します。選択したライン上の■マークをドラッグ＆ドロップする

事で、大きさや長さを変えることができます。 

 選択消去 

 移動と同じ手順で図形を選択します。選択した状態で×ボタンを押すと消去できます。消去

した後は、次のラインを自動的に選択します。一番上のボタンで『ＭＯＶＥ』メニューの最初

に戻ります。 

 全消去 

 『ＭＯＶＥ』メニューの初期状態（全ラインに■マークと○マークが表示された状態）で×ボタ

ンを押すと、『ＡＬＬ ｃｌｅｒｅ ↓』と表示されさらに×ボタンが表示されます。これを押すと、Ｆ

ＲＥＥモードで描かれた図形がすべて消去されます。 

 アンドゥ 

 移動や変形・消去をした後に、戻るボタンがメニューに追加されます。ボタンを押すと、操作

する 1回前の状態に戻ります。 

 クイック操作 

 ＭＯＶＥメニューに入った時点の全図形表示状態でも移動・変形操作ができます。 
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ＭＯＶＥ 

Ｓｅｌ 

× 

アンドゥボタン：操作の直前の状態に戻ります。 

 

水平移動ボタン：水平移動する際に押します。 

 

Ｓｅｌボタン：図形の個別選択を行います。 

消去ボタン：図形の消去を行います 

 

垂直移動ボタン：垂直移動する際に押します。 

ＴＯＯＬボタン：ＴＯＯＬメニューを開きます。 

 



一一一歩歩歩すすすすすすんんんだだだ使使使いいい方方方   
■ 記憶画面について 

本製品は通常使用している画面のパターンの他に、もうひとつパターンを記憶する事ができます。 

『確定状態』時に後ろパネルにある❺ＳＥＬＥＣＴボタンを押すとサブ画面に切り替えることが出来ま

す。 

サブ画面でもメイン画面と同じ操作が可能で両画面とも独立して記憶します。 

また、設定したラインをもう片方の画面にコピーする事も可能です。➪下記ＳＥＴＵＰメニュー参照 

 

■ ＳＥＴＵＰメニューについて 

『確定状態』時に後ろパネルにある❺ＳＥＬＥＣＴボタン（➪ＰＡＧＥ３参照）を 5秒ほど長押しすると、 

下図の『ＳＥＴＵＰ』メニューが開きます。 

このメニューにより多彩な機能が設定できます。（初期状態ではすべてＯＦＦになっています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＬＩＰＰＩＮＧ （描画有効範囲設定） 

図形の描画有効範囲を決めることが出来ます。本製品は映像信号のほぼ全体をカバーしていま

すが、アンダースキャン対応のモニタの場合、領域の端付近までインポーズしたパターンを表示で

きます。また、画面の一部に限定してラインを表示させる事も可能です。 

 設定方法 

 メニューの『ＣＬＩＰＰＩＮＧ』の『ＳＥＴ』ボタンを左クリックし、右クリックします。 

 すると、描画したラインが消え、＃ラインと、中央付近に表示範囲の座標が表示されます。 

 ドラッグ＆ドロップで左右上下のラインを移動し、有効範囲を決めます。 

 ❺ＳＥＬＥＣＴボタンを押し『確定状態』 に戻ります。 

 

注：右クリックすると前回設定時の位置にラインが戻ります。 

 

 

ＰＡＧＥ８ 

SETUP 

CLIPPING 

INFOMATION 

MOUSE DRAG&DROP  

MULTI POINT 

MEMORY COPY 

SET 

ON 

ON 

ON 

SET 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 



 ＩＮＦＯＭＡＴＩＯＮ （座標表示設定） 

 

基本モードの『ＭＯＶＥ』時に座標を表示させることができます。ライン位置の微調整・設定記録等

するときに便利です。 

『ＣＬＩＰＰＩＮＧ』で設定した画面左上の座標がＸＹ共に、『000』となり、右下が最大値となります。

（最大値はＣＬＩＰＰＩＮＧによって、変わります。） 

 設定方法 

 メニューの『ＩＮＦＯＭＡＴＩＯＮ』の『ＯＮ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定状態』 に戻

ります。 

 表示を消す場合は『ＯＦＦ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定状態』 に戻ります。 

 

 ＭＯＵＳＥ ＤＲＡＧ＆ＤＲＯＰ （マウス操作設定） 

 

マウスの操作方法をドラック＆ドロップから、２クリックに変更できます。 

 設定方法 

 メニューの『ＭＯＵＳＥ ＤＲＡＧ＆ＤＲＯＰ』の『ＯＮ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定

状態』 に戻ります。 

 ドラック＆ドロップに戻す場合は『ＯＦＦ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定状態』 に

戻ります。 

 

 ＭＵＬＴＩ ＰＯＩＮＴ （多点入力設定） 

 

自由線モードの『自由線』ボタンの機能を変更できます。 

このモードをＯＮにすると、左クリックした点を順次、直線で結んだ図形を描きます。 

この操作は右クリックを押すまで継続され、多角形を描く操作に適しています。 

 設定方法 

 メニューの『ＭＵＬＴＩ ＰＯＩＮＴ』の『ＯＮ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定状態』 に戻

ります。 

 通常の入力方法に戻す場合は『ＯＦＦ』ボタンを左クリックし、右クリックで『確定状態』 に戻

ります。 

 

 ＭＥＭＯＲＹ ＣＯＰＹ （画面コピー） 

 

設定したラインや自由線モードで描いたラインをサブ画面へコピーする事が出来ます。 

 設定方法 

 コピーしたい画面を表示した状態で次の操作を行います。 

 『ＭＥＭＯＲＹ ＣＯＰＹ』の『ＯＮ』ボタンを左クリックし、右クリックすると、ラインが２回点滅し、

現在の画面がサブ画面に記憶されます。 

 ❺ＳＥＬＥＣＴボタンを押すたびに、各画面が交互に切り替わります。 

 

ＰＡＧＥ９ 



 

■ 初期化 （出荷時設定） 

 

以下の操作により本機を工場出荷時設定に戻すことが出来ます。 

 

 設定方法 

 電源が切れている状態から、後ろパネル❺ＳＥＬＥＣＴボタンを押しながら電源を投入すると、

メニューが以下のように変わります。以下のメニューが表示されて、５秒ほどで消えますの

で、その時点で❺ＳＥＲＥＣＴボタンから手を離してください。 
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仕仕仕様様様   
 

■ 仕様 

 入出力信号・コネクタ  ：    ＮＴＳＣビデオ信号 ＢＮＣ 

 入出力インピーダンス  ：    ７５Ω  

 インポーズ画面分解能  ：    ６４０×４８０ 

 インポーズライン   ：    ＋、＃、○、◎等 

 色    ：    ２９種類から選択 

 操作方法   ：    付属マウス 

 ライン太さ   ：    ６段階で切り替え 

 自由線   ：    最大１２８本 

 外形寸法・重量   ：    Ｗ１９０×Ｈ５４×Ｄ２００ｍｍ ０．

８ｋｇ 

 入出力表現色数   ：    ２６２１４３色 

 スーパーインポーズ表現可能色数 ：    ３２７６８色 

 電源   ：    ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ ２０ＶＡ 

 

 

 

■ 注意事項 

 

 電源投入中のコネクタの抜き差しは装置に悪影響を与える恐れがありますので、おやめくださ

い。 

 本製品はアナログ入力をディジタル化し、スーパーインポーズ処理後、アナログ化して出力い

たしますが、その際、ＡＧＣ（オートゲインコントロール）が働くため、画像によっては、原画に対

して、明暗の差が出る場合があります。 
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